
摂

大
乗
論

に
お
け
る
阿
黎
耶
識

の
三
相
に

つ
い
て

(
真

田
)

摂
大
乗
論
に
お
け
る
阿
黎
耶
識
の

三
相
に
つ
い
て

真

田

英

範

此
界
無
始
時

一
切
法
依

止

若

有
諸
道

有

及
有
レ
得
二浬
葉

一

諸
法
依
蔵
住

一
切
種
子
識

故

名
二
阿
黎

耶

一

我
為
二
勝
人

一説

此
阿
含
両
偶
証
二
識
体
及
名

一

(
資
料

一
)

云
何
仏
説
二
此
識

一名
二
阿
黎
耶

一

一
切
有
生
不
浄
品
法
於
レ
中
隠
蔵
為
レ
果
故

此
識
於

二諸
法
中

一隠
蔵
為
レ
因
故

復
次
諸
衆
生
蔵
二
此
識
中

一由
レ
取
二
我
相

一

故

是
故
名
二
阿
黎
耶
識

一

(
資
料

二
)

こ
れ
は
論
文
で
、
「
応
知
依
止
勝
相
品
第

一
」

に
お
け

る
衆
名
品

一
の
衆
名

章

の
初
め
に
あ
る
。

又
、

こ
の
す
ぐ
次

に
阿
陀
那
識

の
説
明
が
あ
り
そ

の
後

に

小
乗

に
お

い
て
も
多

く
の
別
名

に
よ

っ
て
仏

は
こ
の
識

を

顕

し

て

い
た

と
あ

る
。
以
上

の
事
情

を
考
慮
す

れ
ば
、
右

の
資
料
8
、

口

の
文

は
直
接

に
阿
黎
耶

識

の
体

と
相
を
述

べ
た
も

の
で
は
な
く
、

(一)

一
切
法

の
立
場
に
立
ち
、

そ

の
根
源

又
は
中

心
に
相
当
す

る
も

の
と
し
て

阿
黎
耶
識
を
と
ら
え
た

(
世
俗

の
道
理

と
し
て
道
理
世
俗

の
立
場
)

(二)

小
乗

の
人

々
を
誘
引
す
る
た
め
に
彼
等
の
理

解
に
添

っ
て
述

べ
た

(
随
他

意

の
教
え
)

と
い
う

こ
と
に
な
る

と
思
う
。

資
料
9

の
文

を
解

し
て
み
よ
う
。

無
始
と
は
無
知
で
あ
り
、
真
実

へ
の
始

ま
り

(覚
)

が
な
く
流
転

し
て

い
る

こ
と
で
あ
る
。

阿
黎
耶
識

は
無
知

に
よ

る
六
道
輪

廻
の
中
心
と
し
て

の
意
味
を
持

つ
。
無
知
を
な
く
す

れ
ば
す

な
わ
ち

阿
黎
耶
識
を
対
治

す
れ
ば
浬
般
小に
至
る

の
で
あ
る
。

一
切
法
に
と

っ
て
阿
黎
耶

識

は
種
子
識
で
あ
り
、

阿
陀
那
識

と
い
わ

れ
る
が
、

こ
れ
が
染
濁
対
治

出
世
浄

心
因
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ

は
最
清
浄
法
界
所
流
正
聞
薫

習
に
よ
る
種
子

を
も
持

つ
か
ら
な

の
だ
。

す
な
わ
ち
、

阿
黎
耶
識
が
、

右
で
は
善
悪

両
道
生
死

識

と
浬
桀

の
依

止

で
あ
る

こ
と
、
左

で
は
そ
の
依
止

の
あ
り
方
と
し

て
の

一
切

種
子
識

で
あ
る

こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。

資
料
口
に

つ
い
て
。

こ
れ

は

一
切
法

の
立
場

に
立
ち
、

阿
黎
耶
識
が
そ

の
果

で
あ
り
又
因

で
あ
る

こ
と
を

い
う
。

更

に
衆
生

に
と

っ
て
我
執

の
対
象

で
も
あ

る

こ
と
を

い
う

の
で
あ

る
。

二

復
次
成

立
此
識
相

一
云
何

可
レ
見

此
相
略
説
有
二
三
種

一

一
立
二
自
相

一二
立
二因

相

一三
立
二果
相

一

立

二自

相

一

者
依
二
一
切
不
浄
品
法
習
気

醐為

二
彼
得
フ
生
摂
二
持
種

子
一作
レ
器

名
二
自

相

一

立
二
因
相

一者
此

一
切
種
子
識
為

レ
生
二不
浄
品

法

一恒
起
為
レ
因
是
名

二因

相

一

立
二
果
相

一者
此
識
因
二
種
種

不
浄

品
法
無
始

習
気

一方
乃
得
レ
生
是
名

二果

相

一

(資
料

三
)

右

の
資
料

に
述

べ
ら
れ
た
三
相

こ
そ
仏

の
本
意
を
正
し
く
直
接

に
述

べ
る
も

の

で
あ

り
、
前

と
は
逆

に
、

法
性
に
対
す
る
無
明
世
界

の
成

立
が

い
わ
れ
る
。

こ

れ
は

「応
知
依

止
勝
相
品

第

一
」
に
お
け
る
相
品

二
の
初

め
に
あ
る
。

こ
の
文

に
続

い
て
阿
黎
耶
識

の
本
質

が

い
ろ

い
ろ
な
点
よ
り
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

文

を
解
釈

し
て
み
る
。

ま
ず
自
相
と
は
。

一
切
不
浄

品
法
は

「
応
知
勝
相
品
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第
二
」
の
相
章
第

一
に
い
う
顕
現
の
十
一
識
を
い
う
。
又
最
も
直
接
的
に
は
最

後
の
善
悪
両
道
生
死
識
を
指
す
の
で
あ
る
。
こ
の
生
死
識
は
自
己
と
他
人
の
差

別
を
持
ち
、
そ
れ
以
前
の
す
べ
て
の
顕
現
の
識
が
六
道
の
流
転
相
の
下
に
こ
の

識
に
顕
現
し
て
い
る
。
こ
の
識
は
無
明
に
よ
る
法
性
へ
の
無
知
す
な
わ
ち
阿
黎

耶
識
の
自
界
形
成
、
そ
れ
は
個
別
化
、
差
別
化
、
実
体
化

へ
の
よ
り
明
確
な
顕

現
へ
の
過
程
を
と
る
が
、
そ
の
自
界
形
成
、
顕
現
の
極
ま
り
と
い
え
る
も
の
で

あ
る
。
自
相
は
そ
こ
か
ら
顕
現
し
た
万
人
の
生
死
識
の
習
気
に
よ
り
形
成
さ

れ
、
法
性

へ
の
無
知
を
識
の
本
質
と
す
る
。
こ
れ
は
ま
た
法
性
に
従
い
つ
つ

も
、
自
界

(無
明
界
)
を
形
成
し
て
い
く
。
無
明
を
な
く
せ
ば
皆
、
真
実
界
に

至
る
の
だ
。

次
に
因
相
と
は
。
阿
黎
耶
識
は
そ
れ
が
含
ん
で
い
た
二
面
性

(共
と
不
共
)

の
う
ち
不
共
性
の
展
開
の
因
と
な
る
こ
と
を
指
す
。
自
相
か
ら
万
人
の
自
界
が

形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
個
性
化
の
最
初
…
こ
れ
は
極
め
て
微
細
で
あ
る

が
…
を
阿
陀
那
識
と
い
い
、
種
子
識
を
本
質
と
す
る
。
自
界
に
お
い
て
も
共
、

不
共
性
は
あ
り
、
自
界
に
と
ら
え
ら
れ
た
共
、
不
共
性
と
い
う
意
味
を
持
つ
。

阿
黎
耶
識
の
相
貌
差
別
に
お
い
て
、
共
相
は
器
世
界
種
子
、
無
受
生
種
子
と
い

わ
れ
、
不
共
相
は
各
別
内
入
種
子
、
有
受
生
種
子
と
い
わ
れ
る
。

次
に
果
相
と
は
。
万
人
の
無
知
の
習
気

(有
分
、
言
説
、
我
見
)
に
よ
り
こ

の
識
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。
従
っ
て
果
相
は
実
は
無
知
に
よ
る
輪
廻
の

中
心
・
根
源
と
い
う
意
味
し
か
な
く
当
然
に
無
覆
無
記
で
あ
る
。
こ
れ
に
個
性

と
働
き
を
生
じ
る
の
は
阿
陀
那
識

(論
文
に
、
此
識
或
説
為
二阿
陀
那
識
一と
あ

る
)
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
は
有
覆
無
記
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
阿
黎
耶
識
の
果

報
識
と
し
て
の
形
成
に
お
い
て
、
有
分
習
気
は
増
上
縁
と
し
て
総
報
を
形
成

し
、
言
説
と
我
見
の
習
気
は
因
縁
と
し
て
別
報
を
形
成
す
る
。
し
か
し
、
六
道

の
差
別
又
諸
法
又
自
己
と
他
人
が
明
確
に
顕
現
す
る
の
は
先
述
の
善
悪
両
道
生

死
識
に
お
い
て
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

資
料
日
の
あ
と
に
次
の
文
が
あ
る
。

由
レ不
レ了
二阿
黎
耶
識
体
相
及
因
果
相
一如
下彼
生
盲
不
レ識
二象
体
相
一作
中
種

種
異
説
上

若
略
説
二阿
黎
耶
識
体
相
一是
果
報
識
是

一
切
種
子
由
下此
識
摂
一二
切
三
界
身

一
切
六
道
四
生
一皆
尽
上

(資
料
四
)

と
あ
る
。
右
の
資
料
に
お
い
て
巧
み
な
比
喩
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
又
、
唯
識
三
十
頗
に

阿
頼
耶
職
、
異
熟
、

一
切
種
不
可
知
執
受
処
了
常
与
触
作
意
受
想
思
相
応
唯

捨
受
是
無
覆
無
記
触
等
亦
如
是
恒
転
如
暴
流
阿
羅
漢
位
捨

(資
料
五
)

と
あ
り
、
こ
れ
は
阿
黎
耶
識
の
三
相
に
相
応
す
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
た
阿
黎
耶

識
の
働
き
か
ら
、
自
界
が
よ
り
具
ハ体
的
に
個
別
的
に
顕
現
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

三

最
後
に
成
唯
識
論
に
お
け
る
阿
頼
耶
識
の
三
相
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

初
能
変
識
大
小
乗
教
名
二阿
頼
耶
一此
識
具
ハ有
二
能
蔵
所
蔵
執
蔵
義
一故

謂

与
二雑
染
一互
為
レ縁
故
有
情
執
為
二自
内
我
一故

此
即
顕
コ
示
初
能
変
識
所

レ
有
自
相
一摂
二持
因
果
一為
二自
相
一故

(資
料
六
)

右
は
自
相
で
あ
る
が
、
三
相
は
資
料
㈲
の
阿
頼
耶
、
異
熟
、

一
切
種
に
相
当

し
て
い
る
。
自
相
が
資
料
口
に
相
当
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
自
相
に
は
法
の
顕
現
と
し
て
の
意
味
は
す
な
わ
ち
資
料
国
に
見
ら
れ
た

意
味
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
自
相
は
従
っ
て
個
人
的
世
界
の
顕
現
に
と

ま
り
、
他
人
は
厳
密
に
い
っ
て
顕
現
し
な
い
世
界
な
の
で
あ
る
。
以
上
の
事
が

摂
論
と
は
根
本
的
に
違
う
内
容
で
あ
る
。

(小
田
原
城
内
高
等
学
校
)

摂
大
乗
論

に
お
け
る
阿
黎
耶
識

の
三
相
に

つ
い
て

(
真

田
)
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